
l話F紺撃語の会幽お"J日
豊‖:町の3315111,のl13%と なつている

14年11,1の導入後の新聞 チラシの1文集量と会

員数は贅1のとおりである

また 14年 11月からの累■同1文■は186710嗜

となっている.み やこ町での新聞 チランの雄却

費,1を2円 /1嘔  防成金5円/1ヽ で計算すると

27円/1kg× 136′109‐ 6091m円 の焼却費用11

ムにつながっている

16年6月から導入さltた福岡1∫では 会員数は2η

で 福岡市の0世 櫛 51,7LF帯 の004%に 過ぎな

いが 累証同収量は44210k●で 福岡市の新聞チ

ラシ焼却費用211/1セ で,|■するとr円 /1セ ×

421●■‐lttm円 .‐焼却費用弩t成となっている.

なお ベパの発行累|1数は みやこ町r・・81,

福岡市では併3枚である.

なお 新関紙 チラン30kgをベパl掟分の回1又

量としたll山は ベパ1牧と交換できるまでに3か

月程度が 頸贅すぎず間延びもしない期間である

と考えて設定したためである (みやこ町での一家

庭あたりの1日における

'“

と
'ラ
シの■■を約

400gとして)

l鮮 綿 学2繁 敵 ぅま みャこ鴫

価岡市 苅田町の3″所では助成金を受けている力ヽ

行政から助成全を受けていると行政区域外の住民

が多勁1できないという不便があるため 1摯 的に

は助成,な しての事業実施をJ七 している

その対策の 環としてlS■

'月

にペパ株式会神

を設立.育 苗ポット与 回1文した新門 チラシを

原Itrlとして活用し 資源の術環と,[け‖として

の1,値を高める事業構築に着手している.

さらに 1つN rTドコモのFOMA'IIIの 管理シ

ステムを間発しておリ リサイクルll進モデルの

導入を希望する自治時 に

'1し

て ASP(ア プリ

ケーションサービスプロバイダ:ビジネス用のア

プリケーションソフトをインターネットを通して

跛客にレンタルする事栞者のこと)と して提供を

推進中である.ま た 将来的にはこのシステムを

新聞 チランのリサイクルだけでなく 様々な資

源リサイタルの促進に接用していく副画である。

l‡ 曽λ:晰 1(ょ 自治体の祈間 チラシの焼却

処理製河を11減する仕凰みに 地域通貨を介tさ

せることで 事業参力o者 (■:民)へ の収益の一部

18元 それによる動 ]意従 0辿が図ltるとともに

公共交通の振興にも役立てるという価ζをシステム

に付,1すること力何,じであることがり]らかとなつた

このように地域通貨は 状況に合わせた工夫が

可tとであり 今ltも多様な,,遺においてツールと

して活

"iさ

れることが期待される.

(た,平 成lStt 12月7口 NPO法 人新1麟 境シス

テム研究所の加来lt,理事及びペバ株式会

社のり|卜和信代表取締役への取材による。
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出所 :ヽ10法 人新聞環境システム研究所R::
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